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臨地実習における看護技術の教育上の課題
-｢環境整備｣の学習状況の分析から-

佐々木 真紀子 石 井 範 子 長谷部 真木子
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本研究の目的は,看護学生の臨地実習における ｢環境整備｣の学習状況を分析し,臨地実習における看護技術教育

の課題を明らかにすることであった.対象は本学3年生72人で,臨地実習が全て終了した後に調査を行った.その結

果,｢環境整備｣はほぼ全員が実行できていた.しかし｢環境整備の意義｣と ｢場面｣の記述では, 1人あたりの記

述件数は少なかった.また場面を伴わない抽象的な意義の記述が多かった.学生個々にみると,環境整備を実施して

いるが,臨地実習で環境整備の意義や場面が意識化される学習の機会が少ないことが推察された.

一方,｢環境整備の意義｣と ｢場面｣の記述は,それぞれ18カテゴリーに分類された.集団的には,学生は臨地実

習で多様な意義を学んでいると考えられた.また記述内容からは,環境整備が対象の看護問題の解決手段として適用

されていることが推察された.以上のことから,今後の臨地実習における看護技術の教育上の課題として,学生が学

習の機会を意識化できるような意図的な関わり,看護技術教育と臨地実習を担当する教員や実習指導者の緊密な連携,

臨地実習の多様な学びの機会を学生個々の学びの機会につなげていくような指導のあり方を検討していく必要性が示

唆された.

はじめに

看護技術は,｢客観的法則性に基づいた意識的適用

である｣1)2)3) と考えられている.また看護技術教育の
目標は,看護技術が対象に適 した看護実践方法論とし

て確立 していくことである.すなわち,看護技術は実

践の根拠としての科学的な知識を基盤とし,適用する

対象の個別性をとらえながら,対象と技術を提供する

自己との相互作用の中で習得されなければならない.

看護技術の学習過程は,各看護技術の原理 ･原則や理

論的根拠の学習と,学内演習や臨地実習において,学

んだ知識を基盤として様々な健康状態や場の状況にあ

る対象への実際的適用の学習からなる.実際的適用と

して,学内では模擬的な場面を想定して演習を行うこ

とが主であるが,看護師と対象となる患者を学生間で

役割分担 して行うなど限定された状況での実施である

ことから,現実感に乏 しく,看護技術の習得には限界

がある.そのため多様な状況にある対象に適 した看護

技術の習得には,臨地実習における看護技術の学習が

特に重要な位置づけを占める.近年は新人看護師の看

護技術力の低下が指摘される一方で,質の高い看護実

践に対する社会的ニーズの高まりに対応するため,看

護技術の教育方法の検討がなされており4),臨地実習

における看護技術の教育方法の検討は重要かっ急務で

ある.臨地実習における看護技術教育の実証的な先行

研究は少ないが,石井ら5)が ｢清拭｣の実施状況,長

谷部 ら6)が ｢食事の援助｣の実施状況の分析か ら報告

し,いずれも看護技術の担当教員や臨地実習で担当す

る教員と臨床の実習指導者の連携や意図的な関わりの

必要性が示唆されている.

そこで本研究では ｢環境整備｣の看護技術に焦点を

あて,臨地実習における学習状況の分析から,臨地実

習における今後の看護技術教育の課題を明らかにする
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ことを目的とした.｢環境整備｣の看護技術は,対象

の生活環境を健康保持,増進に適した条件に整える技

術として,全ての対象に必要とされる重要な看護実践

活動の一つであることから,今回の調査項目とした.

なお,本調査は秋田大学医療技術短期大学部 (以下,

本学とする)在籍の3年生に対して,臨地実習全終了

後に行った基礎看護技術の学習状況に関す.る調査の一

部として行ったものである.また ｢環境整備｣に関す

る看護技術は,本学では基礎看護学の基礎看護技術に

位置づけられ, 1年次前期に講義と学内演習を終了し

ている.その後は基礎看護学実習,成人 ･老年 ･母性 ･

小児 ･在宅の看護学実習において学習が継続されてい

る.

Ⅱ.研究方法

1.対象 :研究の主旨に同意した本学看護学科3年生

72人

2.方法 :質問紙調査法,調査時期は臨地実習終了時
の12月初旬で,一斉回答方式で行った.
質問内容と回答方式は次の通りである.

1)病床の整備の実施状況とベッド周辺環境の整備

の実施状況について,｢毎日実施できた｣｢時々実施で
きた｣｢あまりできなかった｣の3肢択一とした.

2)｢臨地実習をとおして感 じた患者の環境整備の

意義とその具体的な場面｣については,自由記述とし

た.

3.集計 ･分析方法

1)病床整備,ベッド周辺の整備の実施状況につい

ては,各回答肢ごとに集計し,割合を算出した.

2)自由記述は,記述内容から ｢環境整備の意義｣

と ｢場面｣を抽出し,一要素-内容に分類した後,各

学生ごとの記述件数を集計した.分類した記述内容は

意味内容別にカテゴリー化を行い,各カテゴリーの命

名と記述件数の集計を行った.記述内容については質

的に検討した.なお,自由記述内容の分類とカテゴリー

化の手続きは,信頼性の確保のため研究者間で一定期

間をおいて3回行った.

4.倫理的配慮

研究の主旨を説明し,同意を得られた学生にのみ調

査を依頼した.回答結果は本研究の目的にのみ使用す

ること,結果の公表にあたっては匿名性を確保するこ

と,および調査協力の有無や回答結果は評価に一切関

係しないことを確約した.

Ⅲ.結 果

配布は72人に行い,回答は71人から得られた.
1.病床およびベッド周辺の環境整備の実施状況
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図1.病床整備の実施状況 N-71
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図2.ベッド周辺の環境整備の実施状況 N-71

病床の整備の実施状況は,｢毎日できた｣が44人
(62.0%),｢時々できた｣23人 (32.4%),あまりでき
なかった4人 (5.6%)であった (図1).またベッド

周辺の環境整備は ｢毎日できた｣47人 (66.2%),｢時々
できた｣22人 (31.0%),｢あまりできなかった｣2人
(2.8%)であった (図2).
2.｢環境整備の意義｣と ｢場面｣の記述状況

1)｢環境整備の意義｣の記述があったものは66人
(93.0%),記述のなかったものは2人 (2.8%),無回
答3人 (4.2%)であった.1人あたりの記述件数は,
1件が最も多 く29人 (44.0%),ついで2件26人
(39.0%),3件6人 (9.1%),4件3人 (4.5%), 5
件2人 (3.0%)であった (図3).

2)環境整備の意義を感じた ｢場面｣の記述状況で
は,記述があったものは39人 (54.9%),記述のなかっ
たもの29人 (40.9%),無回答3人 (4.2%)であった.

記述のあったもののうち,記述件数別では1件36人
(92.3%),2件3人 (7.3%)であった (図4).
3)｢環境整備の意義｣と ｢場面｣を共に記述 した

ものは38名 (53.5%),｢環境整備の意義｣のみの記述

69

Akita University



(70) 佐々木真紀子/臨地実習における看護技術の教育上の課題

図3.｢環境整備の意義｣の記述状況 N-71

無回答3人
(4ー2%)

2件3人
/(7.3%)

図4.環境整備の意義を感じた ｢場面｣の記述状況 N-71

図5.｢環境整備の意義｣と｢場面｣の記述状況 N-71

は28人 (39.5%),｢場面｣のみの記述は2人 (2.8%)
無回答3人であった (図5).

3.｢環境整備の意義｣のカテゴリーと記述件数,記
述内容

｢環境整備の意義｣の記述総件数は121件で18のカ

テゴリーに分類された (表1).カテゴリーに含まれ

る記述件数が多かった服では, 【快適な入院生活がお

くれる】が16件で最も多く,内容は ｢リネンが汚れて
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いたら交換することで,不快感なく生活を送ることが

できる｣｢不自由さやいらいらを感 じさせず,落ち着

いた入院生活が送れる｣｢患者が快適な入院生活を送

ることができる｣などであった. 【気持ちを良くする】

は14件で,内容は ｢清潔な環境は精神的にも安らぐと

思う｣｢毎日気持ちよく生活できる｣などであった.

【感染の予防】は12件で,内容は ｢清潔を保ち感染を

防ぐ｣｢不衛生にしない｣｢感染源を近づけない｣など

であった. 【コミュニケーションの促進】は11件で

｢ベッドの周辺を整えながらコミュニケーションがと

れた｣｢患者や同室の患者とのコミュニケーションの
きっかけになった｣などであった.以下 【安全を保っ】

【患者の意欲 ･セルケア能力の高揚】 【安楽を図る】

【気分転換を図る】 【情報収集】 【転倒防止】などの

カテゴリーに分類された.また記述内容では ｢安全｣

｢安楽｣｢事故防止｣など単語で抽象的な記述にとどま

り,場面の記述を伴わないものと,実習場面から経験

的に記述されたものがみられた.

4.｢場面｣のカテゴリーと記述件数,記述内容
環境整備の意義を感じた具体的な場面の記述総件数

は45件で,18のカテゴリーに分類された (表 2).カ

テゴリーに含まれる記述件数が多かった服にみると
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表1.｢環境整備の意義｣のカテゴリーと記述内容の例

(71)

総件数 121件

カテゴリー (含まれる件数) 記述内容の例

快適な入院生活が送れる(16件) ･リネンが汚れていたら交換するなどで,不快感なく生活を送ることがで

きる

:歪暑報 遠投 転生嘉鮎 萱草苦もミ雫を書いた入院生活を送れる
･入院生活を過ごしやすくする
･生活の場がきれいで居心地がよい

気持ちをよくする (14件) ;琴冨葦撃等 貰筈等撃箆 藁三 三三三三 三 のではないかと感じた:開 桶 野 持 し禁琴嵩 掛 る

感染の予防 (lュ件) ;聾雷蓋配 ,,漂 雛 防ぐ.'悪鮎 警酢 芹詳 活できる

コミュニケーションの促進(Il件 ) ･コミュニケーションをとるのに役立った:曇書芸雪雲綿 貫左誓言ミユニケ-シヨンのきっかけとなった･同室者の人たちとも話すことができた

安全を保つ (8件) :要塞の安全を守る･安全に過ごしやすいように保つ
患者の意欲 .セルフケア能力の高讐8件) ;蓋董孟義認 鮎 姦重義野 警'"夏高めるために効果があった
安楽を図る (7件) ;妾墓芝這三笠芸的にも患者に安楽を与えることができ る

気分転換を図る (6件) :闇 鵜 苫鵠 謁繁 れていたと思う･気分を明るくできるように感じた

情報収集 (6件) :雪莞A,S言草錆 品等警誓嘉で生活しているのか 知る ことができる･細かいところにも気づく

転倒防止 (6件) :臣節 鮎 言責るので,環境を整える必要がある
事故防止 ･事故防止

(5件) ･危険の防止

患者に喜びをもたらす ･｢きれいだね｣と患者に喜んで もらえた
(5件) ･｢すごくよかつた｣という声がきかれた

入院生活にメリハリをつける ･入院生活にメリハリをつける
(3件) ･一日の始まりを感じる

二次障害の予防 (3件) :義経 章節 を警こさない

回復の促進 (3件) .'尭嘉詣 碁等誓径姦驚喜まる

換気を図る (3件) :妄誇 主遥 孟露 妄替 えが,環境整備後には聞かれなかった

信頼関係の形成 (3件) :需姦巌 を姦響き宇鴇 三貴院させておけるという声 が聞かれた
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表2.環境整備の意義を感じた ｢場面｣のカテゴリーと記述内容の例

総件数 45件

カテゴリー (含まれる件数) 記述内容の例

患者や家族との会話場面(6件) 贋 墓蔓Bf等遠gfftL2%毎bTSiTg顎5LnbfiiJf=V等議 定 <::Sh#fbききhnL::;;

歩行が困難な患者 ･床が汚れていた り,障害物があると転倒の危険があり周辺を整える
(4件) 必要があった

･肺癌による骨転移で頭痛があり歩行が困難だった

症状安静の患者 (3件) :這雪雲,:盛 照 誓 紙 誓言:……ZL,bミ芸芸nD}芸這票多かつた

杖 .車椅子など使用中の患者(3件) :三等 琵 奮 芸 子妄≡三 二 三 三 二

動くことが困難な患者 (3件) :琴:<;票差露 呈警鯨 野 菜 ツド周囲の環境を整え,転倒などに気を

血液疾患の患者 (3件) ･白血病患者を受け持った際

呼吸器疾患の患者 (3件) ･呼吸器に障害がある方を受け持ったとき

免疫機能低下の患者 (2件) ･免疫が低下している患者などを受け持ったとき

麻痔のある患者 (2件) :禦 鐸 苦よ雪鮎 変易容者など)のある患者

体動が制限される患者 (2件) '皆要撃賃貸 鰻墓齢 等謂 嘉真之鰭 要な物に手が届かなかった り ,

パーキンソン氏病の患雪2件) ･パーキンソン病の患者さんは,特に動作の範囲が限られていた

人工股関節置換術術後甥 蕎) ･人工股関節置換術を行った患者

ポータブル トイレ使用の患者(1件) ･ポータブル トイレ使用中の患者

高齢の患者 (1件) ･80歳の高齢患者を受け持ったとき

具合が悪い患者 (1件) ･きれいにしたくても具合が悪くできない人

視力障害のある患者 (1件) ･視力が低い方や,白内障の方などは周囲がよく見えない

入院生活の長い患者 (1件) ･長い入院生活の患者とベッドの周 りを片づけたことがあった

その他 (5件) ･ネブライザーの蛇腹を床につけないよう注意したり,排液バッグも同様

【患者や家族 との会話の場面】が6件で最 も多 く,内

容 は ｢環境整備を行 ったことで患者や家族か ら安心 し

て入院させておける｣,｢きれいになって嬉 しいと喜 こ

んで くれた｣などであった.

【歩行が困難 な患者】のケア場面 は4件で, 内容 は

｢床が汚れていたり,障害物があると転倒の危険があ

り周辺を整える必要があった｣などであった. 【杖 ･

車椅子など使用 している患者】のケア場面 は3件で,

内容 は ｢ベ ッド周辺の環境を整えてお くと,移動がス

ムーズであった｣などであった.その他 【床上安静の

72

患者】のケア場面では,｢テレビや床頑台の攻 が気 に

なり,咳が出ると訴えがあったが,環境整備後なくなっ

た｣, 【動 くことが困難な患者】のケア場面では,｢ベッ

ド周辺をきれいに整え,転倒防止に気をっける必要が

あった｣,などがあげられていた.

その他 【血液疾患の患者】や 【呼吸器疾患の患者】

などの疾患をもつ患者を受け持 った場面や 【体動が制

限される患者】 【麻痔のある患者】 【免疫機能低下の

患者】などの受け持ち患者の状態を記述 したものに分

類 された.
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Ⅳ.考 察

1.｢環境整備｣の実施状況と ｢環境整備の意義｣｢場
面｣の記述状況

病床の整備やベッド周辺の整備が適切に毎日できた,

時々できた学生は90%以上であり,ほぼ全員の学生が

環境整備の看護技術を臨地実習で経験していた.しか

し約半数の学生に環境整備の意義を感じた ｢場面｣の

記述がないことや,記述した学生でも件数は1人あた

り1-2件と少なかったことから,環境整備の意義が

意識化されるような印象に残る場面が少なかったこと

が考えられる.

学んだ原理 ･原則やそれらの理論的根拠が,実際の

看護実践でどのように適用されるかを認識できて初め

て理論の実践的適用としての看護技術の習得に至ると

考えられる.｢環境整備｣の看護技術の習得を促すた

めには,臨地実習の場で,これらの意義を対象のニー

ズと関連させ,意識的にその方法を適用することが必

要である.そのために,教員や実習指導者は学習の機

会を適切にとらえて,学生の意識を喚起するような意

図的な関わりがさらに必要である.

また臨床における看護師は,教師と共に学生にとっ

てロールモデルとして重要な位置づけにある.近年の

臨床における環境整備を取り巻く状況は,寝具やリネ

ンのリース化,定期のシーツ交換やベッド周辺の掃除

の業者委託が進むなど変化しており7),看護師の関わ

りが変化していることが学生の環境整備の実施状況や

意義の認識に影響を与えていることも考えられる.実

習環境の変化も視野に入れ,臨地実習の場でどのよう

に環境整備の意義や方法に対する学習場面を整えるか

も検討していくことが必要である.

2.｢環境整備の意義｣と ｢場面｣のカテゴリーと記
述内容

｢環境整備の意義｣や ｢場面｣のカテゴリーはそれ

ぞれ18に分類されたことから,集団的にみると学生は

｢環境整備の意義｣や ｢場面｣について多様に学んで

いると考えられる.これらの学びが,学生個々の学び

につながるように教員の意図的な関わりがさらに必要

である.

記述内容では ｢環境整備の意義｣は抽象的なものも

多かった.これは1年次に学内で学習した環境整備の

意義を想起して答えたものと推察され,｢環境整備の

意義｣に対する学生の認識は,学内学習の知識と臨地

実習から経験的に学んだものが混在していると考えら

れる.看護技術は学内での学習が基盤となっており,

看護技術の学習の過程は,｢理論から実践,実践から

理論へといった方法を原理としてすすめられなければ

ならない｣9)とされる.これを十分にふまえ,学内学
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習が臨地実習と有機的に関連するよう,看護技術の担

当教員と臨地実習に関わる教員や実習指導者が密接に

連携し,抽象的な理解が実践に適用できる具体的な知

識や技術として習得できるように取り組むことが必要

である.

また臨地実習の経験に基づく ｢場面｣の記述は少な
かったが,その内容には活動性が障害された患者のケ

ア場面や,易感染状態にある患者のケアの場面などが

あげられていた.LC.Mion8)は ｢環境整備｣が対象の

看護問題解決のための方法として活用されること,ま

たその看護問題として ｢気分転換活動の不足｣｢身体
運動性の障害｣｢感染のハイリスク状態｣など18項目
を示しているが,抽出された ｢場面｣はこれに共通す

るものが多かった.このことは,｢環境整備｣が臨地

実習において患者の看護問題解決の方法として適用さ

れていることの現れと考えられる.臨地実習における

これらの多様な学習の機会をとらえ,より多くの学生

が ｢環境整備｣の看護技術を対象に適した看護の実践

方法として確立していくよう指導にあたることが必要

である.

V.結 論

1.｢環境整備｣は,ほぼ全員が経験できていたが,

1人あたりの ｢環境整備の意義｣や ｢場面｣の記述は
少なく,場面の記述を伴わない意義の記述,抽象的な

記述も多かった.これらから ｢環境整備｣の経験はし

ているが,意識化される学習の機会は少なかったこと

が推察された.

2.｢環境整備の意義｣｢場面｣の記述内容は,それぞ

れ18のカテゴリーに分類され,集団的には多様に学ん

でいた.また ｢環境整備｣の看護技術が対象の看護問

題解決の方法として適用できていることが考えられた.

3.臨地実習における ｢環境整備｣の学習状況の分析
から,本学の臨地実習における看護技術教育上の課題

として, 1)実習環境の変化も視野に入れながら,学

生が学習の機会を意識化できるように意図的に関わる

こと, 2)看護技術の担当教員と臨地実習の担当教員,

および実習指導者が緊密に連携し,学内学習と臨地実

習の学びが有機的に関連するよう努めること,3)臨

地実習の多様な学びの機会を,学生個々の学びの機会

につなげていくような指導のあり方を検討していく必

要性が示唆された.

おわリに

本研究の限界は ｢環境整備｣の-看護技術に焦点を

絞って臨地実習における看護技術教育上の課題を検討

したことである.なお,本研究で明らかになった課題
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(74) 佐々木真紀子/臨地実習における看護技術の教育上の課題

は,学内での看護技術教育に反映されなければならな

い.今後は学内における看護技術教育の授業方法論や

臨地実習との連携のあり方を具体的に検討していきた

い.

なお本研究の要旨は,第21回日本看護科学学会にお
いて発表した.

稿を終えるにあたり,調査にご協力いただいた皆様

に深謝いたします.
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AStudyofNursingSkillsEducationinClinicalPractice
AnalysisofAdministrationofEnvironmentalStructuring-

MakikoSASAKI NorikolsHII MakikoHASEBE

CourseofNursing,SchoolofHealthSciences,AkitaUniversity

Thepurposeofthisres甲rChwastoanalyzethesituationof"environmentalstructuring"instudentnurses'

clinicalpractice,andtoclarifyproblemsrelatingtonursingskillseducationinclinicalpractice.Thesubjects

were72thirdyearsinnursingcollege,andtheinvestigationwasconductedafterallclinicalpracticewascom-

pleted.Consequently,allmemberswereabletorealizeenvironmentalstructuring.

However,eachindividualhadfewdescriptionsof"thesignificanceofenvironmentalstructuring"orof."situa-

tion''.Moreover,therewasmuchabstractdescriptionunrelatedtosituation,andlittledescriptionofsituation

takingeachstudentindividually,theywereabletocarryoutenvironmentalstructuring,buttherewerefew

studyopportunitiesforthemtobecomeconsciousofthemeaningofenvironmentalstructuring,orofsituation.

Although"meaningofenvironmentalstructuring"anddescriptionof''situation"wereclassifiedinto18catego-

ries,respectively,itisthoughtthatstudentslearntdiversemeaningsthroughouttheirclinicalpractice.Moreo-

ver,thecontentsofdescriptionssuggestthatenvironmentalstructuringlSappliedasawayofresolving

nursingproblems.

Asafutureissuefornursingtrainingduringclinicalpractice,itissuggestedthatitisnecessarytoplantrain-

1ngWherestudentscanbecomeconsciousoflearningopportunities,thefacultiesandclinicalinstructorscan

workinclosecooperation,andstudentscanhavetheopportunityforawide･rangeoflearningduringclinical

practice.
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